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１．本年度の研究成果 

本研究の課題は、がん診療連携拠点病院の相談支援センターの機能の強化・充実と

地域における相談支援センターのあり方を検討することである。その具体的な課題と

して、本年度実施したのは、１）相談支援ツールの開発と評価、２）患者団体等との

連携のあり方、３）院内外における相談支援センターの機能、役割と位置づけに関す

る検討である。 
１）相談支援ツールの開発と評価 
相談支援センターの業務の効率化、業務分析や評価等に使用可能なツールを検討す

るために、相談業務に役立つツールとして、相談記録データベースと相談ＦＡＱデー

タベースの２つの情報集積のためのツール開発を試みた。  
汎用性・効率性・費用の問題を検討し、データベースソフト FileMaker Pro10.0 

Advanced を使って、データベースソフトがなくても稼働可能なランタイムアプリケー

ションとして作成し、改良を加えたベータ版を希望者に配布し、評価検討を開始した。

相談記録ツールに関しては、レイアウトページは、受付、相談基本情報、相談内容、

相談評価、調査票用集計票、相談集計とした。また相談内容の記録は、自由記載で相

談内容・対応内容を記載する形式と、フォーカスチャーティング形式の記録画面も準

備し、使用者が選択できるようにした。相談ＦＡＱツールは、自院の情報、自院の医

療費概算、医療・生活情報、地域の社会資源、他施設情報の５つのデータベースから

なるツールを準備した。 
２）患者団体等との連携のあり方の検討 

がん対策推進基本計画で検討課題として掲げられている患者団体等との連携につい

て、既に基礎研修 3 を修了しがん相談支援において指導的な立場の者（38 名）を対象

にワークショップを行い、がん対策情報センターの相談員基礎研修会で実施されてい

るがん専門相談員向けの「がん体験者との協働」を軸にした「新たな支援プログラム」

構築の効果的な学習方法の工夫や改善点について検討した。その結果、明確にしなけ

ればならないポイントとして、参加者のピア・サポートの有効性の経験的な認識、ピ

ア・サポートを提供したいというがん体験者のニーズを大切にする視点、知識やスキ

ルの必要性など、「新たな支援プログラム」の構築をテーマとした研修における更なる

工夫や改良点が明らかとなった。 
３）院内外における相談支援センターの機能、役割と位置づけに関する検討 
本年度は、相談支援センターの実態を把握することを目的として、既存の相談支援

センターに関するデータの二次的な分析と相談支援センターへの訪問聞き取り調査を

開始した。 
厚生労働省委託事業として実施されているがん医療水準の均てん化を目的とした医



療水準等調査事業「がん診療連携拠点病院の緩和ケア及び相談支援センターに関する

調査」結果を許可を得て入手し、相談支援センターの機能の充実度について分析を行

った。充実度を左右する背景因子について得点化し、医療機関ごとの相談支援センタ

ーの機能の充実度について比較を行った。現時点ですべてが明確に説明のつくもので

はないが、分類された８つのクラスター間では、全体に相談支援センターの機能が比

較的充実している医療機関群、逆に、すべてにおいて機能の充実が不十分な群など、

それぞれの群ごとのに特徴がみられた。さらにこのような特徴がなぜみられるかにつ

いて、二次分析の結果を参考にして訪問先を選定し、聞き取り調査を開始した。充実

度を左右する要因をさらに追加し、二次分析結果による数値で抽出される結果と、聞

き取り調査による質的な調査結果を組み合わせることによって、全国の相談支援セン

ターの機能や役割の違いが明らかとなり、その地域に求められるニーズや病院にあっ

た相談支援センターの充実に向けて、相談支援センターとして担う範囲や課題がさら

に明らかになってくると考えられる。 
 

２．研究成果の意義及び今後の発展性 
多様な業務内容を、多職種が協働して業務を実施する相談支援センターにおける業

務内容を電子データでデータベース化することで、検索やデータ抽出が容易となる。

また相談記録ツールは、エクセルなど他ソフトに落としての相談内容の分析や相談項

目別件数の集計など、業務の効率化・業務改善につなげるツールとしても期待でき、

相談ＦＡＱツールについても同様に、情報を集積することで、情報検索時間の短縮化、

他部署や他施設への確認作業の簡略化などが期待できる。今後、ツールを定めてデー

タを共有・蓄積することは、相談対応の質の向上に役立つと考えられる。 
全国の相談支援センターでは、地域差もあるがこれまでに患者団体等との連携の経

験がないところが多いと考えられる。患者団体との連携の仕方にはどのようなものが

あり、新しいプログラム構築について具体的にどのように実施していくかを事前に学

習しておくことは、相談員のみならず、地域で連携を求める患者団体等にとっても有

用であると考えられる。今回の検討は、効果的に学習するためのプログラムをさらに

発展させていくために有効であり、効果的なプログラム提供につながるものと考えら

れる。 
相談支援センターの機能の強化・充実のための検討や地域における相談支援センタ

ーのあり方を検討するにあたり、本年度は実態を把握することに焦点を当てた。相談

支援センターが現在直面している問題点や課題は、単にそこで従事している相談員だ

けで解決できることとは限らず、現実の課題を多角的に描写し分析することが、今後

の相談支援センターの体制構築を効果的に進めるために役立つと考えられる。また、

地域の中での相談支援センターの位置づけやあり方を明確にしていくことで、地域の

拠点として効果的に相談支援センターを運用・運営していくことが可能となり、がん

医療における情報提供と相談対応の均てん化に帰することが期待される。 
 
３．倫理面への配慮 

本研究の実施で用いたデータは、ワークショップから抽出された内容、また二次分



析結果である。また相談支援センターへの聞き取り調査に関しては、個人の情報や背

景を問うものではなく、相談支援センターの運営に関わる組織要因を探索する研究で

あり、倫理上の問題はないと考えられるが、すでに公表されているデータ以外のもの

を取り扱う際には、施設名はコード化して扱うとともに、個人が特定できないよう留

意を払い、さらに公表を行う際には、事前に、施設からの承諾をとり実施していく。 
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